
第 11 回 TwellV 放送番組審議会 議事概要 

 

 

１．開催年月日  2011 年 12 月 27 日（火）12：00～14：00 

２．開 催 場 所  ワールド・ハイビジョン・チャンネル株式会社 

プレゼンテーションルーム 

 

３．出席者 

出席委員： （7名中 7名出席） 

委 員 長   石田 寛人（金沢学院大学・短期大学 名誉学長） 

副委員長   勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員   菅谷  実（慶應義塾大学 教授） 

委 員   古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委 員   山下 東子（明海大学 教授） 

委  員   伊藤 佳子（プロゴルファー） 

委 員   坂田 康太郎（株式会社 CAP 代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

 

会社側出席者： 

社 長  室谷 達範 

編成・営業本部長  浅井 洋一 

業務・技術本部長  尾上 一也 

事務局  中林 裕士 安倍 健一 廣部 将人 

 

４．議題 

審議事項 

・番組「クルマのふたり TOKYO DRIVE STORIES」について 

 

５．議事の概要 

番組「クルマのふたり TOKYO DRIVE STORIES」についての委員からの主な講評 

・出演者の演技や話の進め方も上手く、脚本も良かった。 

・クルマの中というシチュエーションは、他では見たことがなかったので興味深か

った。ストーリー性も良かった。 

・1回目よりも 2回目に見た時の方が面白かったが、現実離れしているストーリーと

いう印象を受けた。 

・車の中の会話に限らず、他のコンセプトがあった方が面白いのではないか。 



・女性心理を捉えており、よく作られた脚本だと思う。工夫次第では今後面白い作

品が出来るのではないか。 

・ヒューマンタッチな切り口のドラマである。脚本次第では非常に面白いドラマに

化ける可能性を感じた。役者の演技も重要となるので、今後注目していきたい。 

・2回視聴したが、1回目よりも 2回目の方が分かりやすかった。多くの視聴者は 

1 回しか見ないので、どういう受け止め方をするのか気になる。 

以上 

 


